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六
月
十
一
日
・
ニ
十
五
日
の
両
日
、
第
三
十
回
宗
像
大
社
小
i

倉
百
人
一
首
か
る
た
大
会
（
主
催

1
1

宗
像
大
社
、
社
団
法
人
全
一

日
本
か
る
た
協
会
主
管

1
1

九
州
か
る
た
協
会
後
援

1
1

宗
像
i

市
教
育
委
員
会
）
が
、
当
大
社
清
明
殿
・
斎
館
で
開
催
さ
れ
た
。
i

；
疇
ヽ
”
蛉

L
5
,
'
r
3
~

吝
f
•
こ
．
．
一

大
会
一
日
目
の
十
一
日
は
、
D

級
、
初
心
者
・
シ
ニ
ア
の
部
が
、

小
・
中
・
高
校
生
を
中
心
に
約
一
0
0
名
参
加
の
下
、
各
級
と
も

に
静
寂
の
中
、
夕
刻
ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

大
会
一
一
日
目
の
二
十
五
日
は
、
A
.
B
.
C

級
（
有
段
者
）
の
部

が
、
九
州
は
勿
論
、
遠
く
関
西
•
関
東
か
ら
も
実
力
者
が
集
い
、

総
勢
―
一
五
名
参
加
の
下
、
レ
ベ
ル
の
高
い
息
詰
る
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
特
に
高
段
者
が
参
加
す
る
A
級
は
実
力
が
伯
仲

し
、
激
し
い
攻
防
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
A
級
の
部
で
、
過
去
二
年
間
公
式
戦
負
け
な
し
で

ー
ン
子
日
本
一
）
の
称
号
を
持
つ
楠
木
早
紀
（
大
分
県

か
る
た
協
会

所
属
）
さ
ん

が
敗
北
す
る

と
い
う
大
波

乱
が
お
き

た
。
破
っ
た

の
は
、
内
川

信
幸
（
九
州

か
る
た
協
会

会
長
）
氏
で
、

決
勝
戦
ま
で

駒
を
進
め
る

\、、9

誰も話さないので、

( 私がお話します。
知って驚く、

出光人の物語。

宗

I 
つきなみ

1 毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時
高宮祭

第二宮・第三宮祭
引き続き

宗像護国神社

月命日祭(1日）

巡拝(1 5 日）

午前 1 1 時～

総社祭

浦安舞奉奏 (1 日）

豊栄舞奉奏(1 5 日）

8月祭事暦

|7日中津宮七夕祭
午後7時～

於＝筑前大島中津宮

| 15日宗像護目神社干灯祭
午後7時～

於＝宗像護国神社

し‘ み つ じ

＊丸

出光人
詳しくは「出光人」で検索を。匡匹ご□□□こ：戸

ん

ほっと安心、もっと活力、きっと満足。出光の約束

゜
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各級の成績は下記の通り。
A 級 (42名）
優勝益満亮子
準優勝内川信幸
三位木原彰彦
三位楠木早紀
B 級（34名）
優勝高橋純子
準優勝竹田美奈
三位榮 琴美
三位清水さゆり
C 級（39名）
優勝西 夏海
準優勝長尾嘉昭
D 級（40名）
優勝長尾嘉昭
優勝菅井奈津子
準優勝佐藤かおる
準優勝 田中友理菜
初心者の部
中学生以上
優勝藤本
準優勝小林
小学生
優勝黒田 海
準優勝小田早紀子
シニア級（12名）
優勝野村正孝
準優勝藤木美千子

（九州かるた協会）
（九州かるた協会）
（東京大学かるた会）
（大分県かるた協会）

（横浜隼会）
（熊本県かるた協会）
（熊本県かるた協会）
（大分県かるた協会）

（九州かるた協会）
（九州かるた協会）

（九州大学）
（筑紫女学園高校）
（筑紫女学園高校）
（福岡中央高校）

優
也竜

（長崎南高
（鹿本高

‘
,
‘
‘
、
·
’
/

校
校

（大牟田かるた会）
（益城中央小学校）

（山口県かるた協会）
（新田原かるた会）

が
敗
れ
、
益
満
亮
子
（
九
州
か
る
た
協
会
）
ニ

さ
ん
が
優
勝
を
飾
っ
た
。
一

本
年
度
も
、
両
日
で
大
会
関
係
者
・
選
一

手
総
勢
二
百
数
十
名
が
協
力
し
、
盛
会
一

裏
の
内
に
大
会
は
終
了
し
た
。
表
彰
式
一

が
終
わ
る
と
、
一
同
互
い
の
健
闘
を
称
一

-

l

 

え
合
い
再
会
を
誓
い
大
社
を
後
に
し
た
。
一

~i 

-

i

 

午
前
九
時
、
二
八0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
神

田
前
に
祭
壇
を
設
置
、
神
餓
を
供
え
、
大
社
職
員

が
参
列
し
、
五
穀
豊
穣
と
作
業
の
安
全
を
祈
念

し
た
。

祭
典
後
、
真
夏
の
よ
う
な
日
差
し
の
中
、
職
員

で
田
植
え
作
業
が
行
わ
れ
、
神
田
一
面
に
「
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
」
の
苗
が
植
え
ら
れ
た
。

こ
の
神
田
で
収
穫
さ
れ
た
米
は
、
三
宮
で
行

わ
れ
て
い
る
日
々
の
御
日
供
祭
を
は
じ
め
、
各

祭
典
で
年
間
を
通
し
て
お
供
え
さ
れ
る
。

七
月
中
旬
か
ら
長
雨
が

続
い
て
い
る
が
、
担
当
者

の
話
で
は
例
年
通
り
に
生

育
が
進
ん
で
い
る
と
の
こ

と
。
秋
の
収
穫
が
期
待
で

き
そ
う
で
あ
る
。

碑
＂
℃
i
i
"
輔
、
五
＠

梅
雨
の
晴
れ
間
の
六
月
十
九
日
、
宗
像
市
深
田

の
当
大
社
神
田
で
御
田
植
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

/DEX 
三つのゾリューションで、あなたのもっと身近へ。

株式会社新出光 〒812-0036 福岡市博多区上呉服町 1 番 10号 TEL(092)291-4134 
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第 15 回

S

世
界
遺
産

~
現
在
の
本
殿
と
拝
殿
は
、

`
[
]
[
]
f
r
t
i
、
口
冑
｀
狐
m

□
□]
1

｀
□
｀
]
]
]
]
い

U
l
:
`
`
[
]
]

い
｀
と
、

野
三
宮
巡
拝
の
旅
と
な
り
、
二
十
日
夕
刻
参
加
者
一
i
本
宮
大
社
の
八
應
烏
で
あ
り
、
記
紀
神
話
で
は
、
神
武
一
見
学
し
、
そ
の
滝
を
見
下
ろ

同
二
十
九
名
は
宗
像
大
社
に
集
合
し
バ
ス
に
て
フ
ェ
リ
]
天
皇
が
東
征
の
途
中
、
天
か
ら
使
わ
さ
れ
た
八
應
烏
i
す
山
の
斜
面
に
鎮
座
す
る
熊
野
那
智
大
社
に
て
参

ー
出
発
港
で
あ
る
新
門
司
港
へ
と
む
か
っ
た
。
一
の
道
案
内
に
よ
り
行
軍
し
た
こ
と
か
ら
勝
利
へ
導
く
、
i
拝
、
約
五
百
段
の
階
段
を
上
り
社
殿
か
ら
の
滝
と
山

船
中
泊
後
、
翌
二
十
一
日
午
前
五
時
三
十
分
に
一
ゴ
ー
ル
ヘ
導
く
と
し
て
同
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
i
と
海
を
繋
ぐ
景
色
を
見
た
と
き
「
蟻
の
熊
野
詣
で
」

泉
大
津
港
に
到
着
後
、
バ
ス
に
て
玉
川
峡
を
通
り
、
高
一
な
り
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
必
勝
祈
願
も
行
わ
れ
、
一
と
い
わ
れ
る
古
人
の
信
仰
起
源
を
強
く
感
じ
た
。

野
山
総
本
山
金
剛
峰
寺
・
大
塔
・
奥
の
院
な
ど
を
参
一
神
前
に
は
日
本
代
表
の
直
筆
ボ
ー
ル
・
巨
大
絵
馬
が
一
そ
の
後
、
勝
浦
温
泉
に
宿
泊
し
無
事
三
日
目
の
行

詣
し
た
。
一
お
供
え
さ
れ
て
い
た
。
一
程
を
終
了
し
た
。

こ
の
二
十
一
日
は
偶
然
に
も
弘
法
大
師
様
の
御
i
そ
の
後
、
二
日
目
の
予
定
を
順
調
に
終
え
、
そ
の
夜
]
最
終
日
も
、
生
憎
の
雨
と
な
っ
た
が
ホ
テ
ル
出
発
後
、

入
定
の
日
と
も
あ
り
、
大
塔
・
奥
の
院
で
は
修
行
僧
に
一
は
十
津
川
温
泉
に
宿
泊
し
た
。
一
橋
杭
岩
、
ま
た
白
浜
泉
都
め
ぐ
り
と
し
て
車
窓
よ
り

よ
る
読
経
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
層
の
荘
厳
さ
が
境
i
三
日
目
は
、
生
憎
の
雨
と
な
る
も
午
前
中
、
奈
良
県
・
一
千
畳
敷
・
三
段
壁
・
円
月
島
を
眺
め
お
昼
に
は
道
成

内
を
包
み
こ
ん
で
い
た
。
一
和
歌
山
県
・
三
重
県
三
県
を
ま
た
ぐ
熊
野
川
の
瀞
峡
一
寺
を
参
拝
、
昼
食
後
、
関
西
空
港
へ
と
向
い
紀
伊
路
を

次
に
、
熊
野
三
宮
の
―
つ
で
あ
る
熊
野
本
宮
大
社
一
遊
覧
を
行
っ
た
。
一
後
に
し
た
。

午
後
よ
り
熊
野
速
玉
大
社
に
て
正
~
関
西
空
港
よ
り
飛
行
機
に
て
福
岡
空
港
へ
夕
刻
到

式
参
拝
を
行
い
城
野
寅
夫
氏
子
会
副
一
着
し
、
十
八
時
宗
像
大
社
に
て
解
散
と
な
り
第
十
五

会
長
に
よ
り
玉
串
が
捧
げ
ら
れ
た
。
i
回
氏
子
会
研
修
旅
行
は
無
事
終
了
し
た
。

こ
の
熊
野
速
玉
大
社
は
奈
良
朝
末
一
今
回
の
こ
の
研
修
旅
行
を
通
じ
て
参
加
者
一
同
、

期
よ
り
、
仏
教
の
影
響
を
強
く
受
け
、
一
熊
野
地
方
の
宗
派
を
超
え
て
の
世
界
迫
産
へ
の
地
域

熊
野
三
山
を
巡
拝
し
て
こ
そ
心
身
の
一
の
取
り
組
み
・
連
帯
感
の
強
さ
を
改
め
て
感
じ
、
当
社

甦
り
が
図
ら
れ
る
と
い
う
、
熊
野
権
現
~
の
沖
ノ
島
の
世
界
迫
産
登
録
へ
の
更
な
る
意
気
込
み

信
仰
が
深
く
浸
透
し
た
お
社
で
あ
り
、
一
を
感
じ
さ
せ
る
、
有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
っ
た
。

上
野
宮
司
様
よ
り
曼
荼
羅
絵
図
に
よ
一
最
後
に
今
回
の
研
修
旅
行
に
際
し
、
格
別
の
御
高
配

る
現
世
と
来
世
（
極
楽
浄
土
）
に
つ
い
一
を
賜
り
ま
し
た
各
神
社
宮
司
様
を
は
じ
め
職
員
各

て
の
説
明
を
頂
い
た
。
i
位
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

゜
暑中御見舞申し上げます べ
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宗
像
市
涵
暉
闘
三
き

神
郡
宗
像
に
夏
の
後
楽
シ
ー
ズ
ン
を

告
げ
る
「
海
開
き
」
神
事
が
、
六
月
二
十

八
日
宗
像
観
光
協
会
（
吉
武
邦
彦
会
長
）

主
催
で
行
わ
れ
た
。

生
憎
の
曇
り
空
の
下
、
神
職
三
名
が

宗
像
市
神
湊
海
岸
に
出
向
。
砂
浜
に
祭

壇
を
組
み
、
海
川
山
野
の
神
隈
を
お
供

え
し
準
備
が
整
う
と
、
玄
海
ホ
テ
ル
旅

館
組
合
、
神
湊
飲
食
店
組
合
、
水
難
救

助
所
ら
、
海
に
携
わ
る
各
関
係
者
が
参

列
し
、
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
た
。

神
湊
海
岸
で
の
神
事
が
終
了
す
る
と
神

職
が
二
手
に
分
か
れ
、
深
浜
海
岸
、
鐘
崎

漁
港
（
鐘
崎
）
、
五
月
松
原
、
江
口
浜
（
江

ロ
）
、
勝
浦
海
岸
（
神
湊
）
な
ど
、
市
内
の

各
海
水
浴
場
へ
向
か
い
清
祓
を
行
っ
た
。

祭
典
後
は
、
『
玄
海
旅
館
』
で
直
会
が

j
 

一
像
チ
ー
ム
の
結
束
を
深
め
た
。
こ
れ
で
宗

一
像
チ
ー
ム
は
昨
春
か
ら
の
連
勝
を
一
云
一
に
延

一
ば
し
た
。

一
当
大
社
で
は
昭
和
四
十
七
年
に
職
員

i
の
親
睦
を
目
的
に
野
球
部
を
結
成
。
同
じ

-
<
、
野
球
部
を
も
つ
太
宰
府
天
満
宮
と
親

五
口
試
合
を
行
っ
て
き
た
。
昭
和
五
十
年
代

こ
に
一
旦
中
止
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
平
成
の

]
御
世
に
復
活
、
以
来
春
は
太
宰
府
で
、
秋
は

一
宗
像
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て
い
る
。

一
試
合
後
は
、
太
宰
府
天
満
宮
内
の
「
余

一
香
殿
」
で
、
同
宮
西
高
辻
宮
司
当
大
社
神

冨
宮
司
出
席
の
下
、
当
大
社
後
発
隊
の

一
面
々
も
加
わ
り
直
会
。
親
睦
を
深
め
た
。

i
今
回
は
、
当
大
社
か
ら
「
道
T

シ
ャ
ツ
」

梅
雨
の
真
っ
最
中
の
七
月
三
日
、
春
日
；
を
天
満
宮
職
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
太
宰
府

市
の
春
日
球
場
で
恒
例
の
太
宰
府
天
満
こ
か
赤
、
当
大
社
職
員
が
青
を
着
用
し
、
直

宮
と
の
野
球
の
交
流
戦
が
行
わ
れ
、
＋
―
[
会
を
行
っ
た
。

対
四
で
当
大
社
が
完
勝
し
た
。
一
ま
た
、
八
月
十
七
ー
十
九
日
に
、
神
戸
で

前
日
か
ら
の
雨
が
残
り
、
球
場
が
使
用
]
開
催
さ
れ
る
「
東
西
神
社
人
野
球
大
会
」

出
来
る
か
微
妙
で
あ
っ
た
が
、
午
後
一
時
選
i
に
太
宰
府
・
宗
像
合
同
チ
ー
ム
で
九
州
か

「̀
9

・

墜

手
・
応
援
団
は
予
定
通
り
宗
像
を
出
発
。
一
ら
初
参
戦
す
員

宮

球
場
到
着
後
使
用
許
可
が
下
り
、
午
後
三
一
る
こ
と
が
決
定
双

府太

時
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
。
i
し
て
お
り
、
現
宰

が員

試
合
は
、
序
盤
か
ら
一
進
一
退
の
攻
防
一
在
、
週
一
回
ぺ
赤

膳大

で
あ
っ
た
が
、
中
盤
以
降
主
戦
大
塚
が
ペ
ー
一
ー
ス
で
練
習
‘
社

当詈
~

ス
を
掴
み
は
じ
め
零
封
、
打
線
も
終
盤
に
一
練
習
試
合
を
が

大
爆
発
し
、
大
差
で
の
勝
利
と
な
っ
た
。
毎
一
行
っ
て
い
る
。
畔

の

試
合
、
終
盤
ま
で
も
つ
れ
、
前
回
、
前
々
回
i
訳

満天宰

も
最
終
回
に
得
点
、
あ
る
い
は
サ
ヨ
ナ
ラ
の
一
府

太

勝
利
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
今
回
の
完
勝
は
宗
一
▲

太宰府天満宮との
善野呻十＾

冒 :9彦9りSki
ANA 

1 
事前に

「指定席予約決済」を
（予約・購入・座席指定）

お済ませください

....................... . . . . 
9 月 1 日から ｷｷ. . 
チェックイン不要！·•. . . 
SkiPを：；；

. . ...................... . 

2 
空港についたら

搭乗手続きなしで

保安検査場へ

3 
出発時刻の

10分前までに

搭乗ゲートへ

2006年9 月 1 日よりスタート！対象空港などくわしくは www.ana.co.jpまで

〇
‘

暑中御見舞申し上げます疇 d 二『
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催
さ
れ
、
宗
像
の
観
光
事
業
の
将
来
に

つ
い
て
な
ど
の
話
題
に
花
が
咲
い
た
。

宗
像
の
海
は
海
水
の
透
明
度
が
高

く
、
国
定
公
園
の
指
定
を
受
け
る
程
の

浜
、
そ
し
て
『
釣
り
ア
ジ
玄
ち
ゃ
ん
』
『
玄

海
と
ら
ふ
く
』
『
玄
海
活
イ
カ
』
な
ど
ブ

ラ
ン
ド
魚
に
代
表
さ
れ
る
海
の
幸
を
有

し
、
県
内
で
も
人
気
の
海
水
浴
場
で
あ

る
。
吉
武
会
長
は
「
観
光
客
の
皆
様
に
は
、

海
で
は
無
理
を
せ
ず
ル
ー
ル
を
守
り
、

皆
が
楽
し
i

く
海
の
恵
一一

を
享
受
し
｀

て
い
た
だ

け
れ
ば
」
と

話
さ
れ
て

い
た
。

RKB毎日放送 ヽで出たと今之と庄マ、

『黄金ティッシュJ
吉村作治 福岡・玄界灘の海の幸を唄らう！

屠村作治の
旱大エジプト負発掘
40年展 (,1 」

のお知らせ

～吉村作治福岡・玄界瀧の海の幸を
放送日時 8月5日午前9:25~9:55 制作著

当大社宮司も番組審議員を務めるRKB毎日放送で、宗像

を特集した番組の放送があります。
沖ノ島を中心とした宗像地域を世界遺産にという取組み

を応援いただいている吉村作治先生ですが、実は玄界の魚
が大好物。そんな吉村先生が宗像を訪れ、新鮮な海の幸を

味わうという内容です。

前氏子青年会長の吉武邦彦氏が店主の「魚屋」、神湊の魚

市「イカ太郎」等が映ります。九州・山口の皆様、御覧下さい。

早稲田大学古代エジプ
ト調査隊が今年で40周
年を迎え『吉村作治の早

大エジプト発掘40年展』
が、 7月 14日から福岡市博
物館を皮切りに全国で開

催されます。

吉村先生は「今後、これ

らはエジプトの各博物館
に分散し収蔵され、海外に

出ることはないでしょう」

とおっしゃられており、エ

ジプトに関するこれだけの
展示内容は、今回が最初
で最後です。この機会をお

見逃し無く。

尚、当大社授与所でもチケット
1 ,400円を 1,000円でお頒ちしており
ます。ご希望の方は、お申し出下さい。

『吉村作治の早大エジプト発掘40年展』 5 
会場：福岡市博物館 Tel 092-845-5011 •••• 

※詳細は福岡市博物館にお問い合わせ下さい。

エネルギーに関する
ベスト・パートナーを目指します。

お客さまの声に誠心誠意耳を傾けること。

エネルギーに関する様々なご要望をワンストップで受け

止め、グループの総合力を駆使して対応させていただ＜

こと。それが九州電力のエネルギー・ソリューション。

私たちは、お客さまとガッチリとスクラムを組み、エネ

ルギーという幅広いフィールドの中で、エネルギーの

効率的利用やお客さま設備に関するアドバイスなどに

柔軟に対応できるベスト・パートナーを目指します。

”元ii[iな力
http://www. kyuden.co.jp/solution/index. html 

゜
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第
十
九
回
式
内
社
顕
彰
会
九
州
支
部
巡
拝
旅
行
一

・
・
向
m
1
1話
〇

曲
て
＠
簾

六
月
二
十
S

二
十
二
日
、
当
大
社
が
事
務
局
を
一

務
め
る
式
内
社
顕
彰
会
九
州
支
部
主
催
で
、
「
日
向
i

神
話
を
訪
ね
て
の
旅
」
と
題
し
た
巡
拝
旅
行
が
、
上
i

杉
式
内
社
顕
彰
会
副
理
事
長
、
高
橋
霧
島
神
宮
宮
一

司
、
川
上
鹿
児
島
神
宮
宮
司
、
大
神
諏
訪
神
社
宮
司
i

他
十
六
名
参
加
の
下
開
催
さ
れ
、
鹿
児
島
•
宮
崎
の
i

由
緒
あ
る
古
社
、
史
跡
を
歴
訪
し
た
。
一

【
-
B
目
】

J

R
鹿
児
島
中
央
駅
に
集
合
。
大
型
バ
ス
に
乗
り
一

込
み
最
初
の
参
拝
先
で
あ
る
照
國
神
社
へ
向
か
っ
た
。
一

御
祭
神
は
薩
摩
藩
主
第
二
十
八
代
島
津
斉
彬
公
i

で
、
幕
末
の
内
外
多
事
多
難
の
時
、
国
家
の
前
途
を
一

洞
察
し
て
対
処
晶
ゃ
疇
霞
唸
麟
燐
茫
J
し
に
学
問
を

欲

奨
励
し
、
西
洋
文
明
の
吸
収
に
努
め
て
集
成
館
事
業
~
狭
野
命
と
呼
ば

と
い
う
大
き
な
近
代
化
産
業
を
推
進
し
、
近
代
日
本
]
れ
て
い
た
事
が
、

の
碁
礎
を
築
い
た
名
君
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
正
]
狭
野
神
社
の
名

式
参
拝
後
、
照
國
文
庫
資
料
館
を
見
学
し
た0

!
の
由
来
で
あ
る
。

次
に
、
大
隈
國
一
の
宮
鹿
児
島
神
宮
に
参
拝
。
川
~
霧
島
六
所
権

上
宮
司
様
の
出
迎
え
を
受
け
、
正
式
参
拝
を
行
う
。
i
現
の
一
っ
と
し

鹿
児
島
神
宮
の
創
祀
は
遠
く
神
代
に
属
し
、
御
祭
神
て
、
古
よ
り
事

は
海
幸
山
幸
の
神
話
で
有
名
な
彦
穂
穂
出
見
尊
i
始
め
の
神
、
開

（
山
幸
彦
）
境
内
地
は
祭
神
の
皇
居
高
千
穂
宮
跡0
!
運
、
交
通
安
全

大
隈
、
薩
摩
、
日
向
国
随
一
の
大
社
で
あ
り
、
古
来
よ
[
の
守
護
神
と
し

り
朝
野
の
崇
敬
が
特
に
篤
い
神
社
で
あ
る
。
一
日
目
．
て
篤
い
崇
敬
を

は
霧
島
に
宿
泊0

!
受
け
て
い
る
。
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る

【1
-
"
H】
]
狭
野
杉
の
大
木
に
囲
ま
れ
た
杜
の
社
で
あ
る
。
二
泊

あ
め
に
ぎ
し
く
に
~

霧
島
神
宮
を
正
式
参
拝
。
御
祭
神
は
天
饒
石
国
]
目
は
宮
崎
市
内
に
宿
泊
し
た
。

に
ぎ
し
あ
ま
つ
ひ
た
か
ひ
こ
ほ
の
こ
こ
ぎ
の
み
こ
と

饒
石
天
津
日
高
彦
火
既
瑣
杵
尊
。
創
祀
は
欽
明
天
一
【
一

1
-
"目
】

皇
の
御
世
、
高
千
穂
峯
の
ほ
ど
近
く
脊
門
丘
に
社
殿
一
伊
邪
那
岐
尊
の
瞑
祓
の
霊
跡
の
地
と
伝
え
ら
れ
て

が
建
立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
た
び
た
び
噴
火
炎
上
し
‘
]
い
る
江
田
神
社
を
正
式
参
拝
。
参
拝
後
、
現
在
は
宮

今
か
ら
五
百
年
前
現
在
の
社
地
へ
御
鎮
座
さ
れ
た
。
一
崎
県
が
管
理
す
る
阿
波
岐
原
森
林
公
園
に
あ
る
「
み

本
殿
・
拝
殿
・
勅
使
殿
と
共
に
国
の
重
要
文
化
財
一
そ
ぎ
池
」
を
見
学
す
る
。

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
参
拝
後
、
去
年
の
三
月
に
落
｛
次
に
、
潮
神
社
と
も
呼
ば
れ
る
鹿
野
田
神
社
を
参

成
し
た
神
楽
殿
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
i
拝
す
る
。
平
安
時
代
の
女
流
歌
人
和
泉
式
部
が
、
病

次
に
、
宮
内
庁
指
定
、
日
向
神
代
三
代
陵
i
の
治
療
の
為
に
、
神
社
の
泉
で
湯
治
を
し
た
と
伝
え

だ
か
や
の
や
ま
の
え
の
み
さ
さ
ぎ
~

募
の
一
っ
高
屋
山
上
陵
を
参
拝
す
る
。
鹿
一
ら
れ
て
お
り
、
境
内
に
あ
る
井
戸
は
「
潮
の
井
」
と
呼

児
島
空
港
か
ら
ニ
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
i
ば
れ
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
を
多
く
含
む
塩
辛
い
水

杉
木
立
に
囲
ま
れ
た
御
在
所
で
天
津
日
高
]
が
湧
き
出
し
て
い
る
。
海
か
ら
十
五
キ
ロ
も
離
れ
て
い

彦
火
火
出
見
尊
を
御
祀
り
し
て
い
る
。
当
日
一
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
潮
の
満
ち
干
に
合
わ
せ
て
、

は
、
陵
募
守
長
岩
元
真
一
氏
に
丁
寧
な
説
明
i
水
面
が
上
下
す
る
と
い
う
。
実
際
に
飲
ん
で
見
た
が

を
受
け
た
。
岩
元
家
は
、
代
々
陵
募
を
管
理
し
一
本
当
に
海
水
の
よ
う
だ
っ
た
。

て
お
り
、
岩
元
氏
は
五
代
目
と
の
事
で
あ
っ
た
。
~
最
後
に
西
都
市
の
西
都
原
古
墳
群
を
見
学
し
、

宮
崎
県
に
入
り
、
狭
野
神
社
へ
と
向
か
う
。
~
宮
崎
空
港
で
解
散
し
た
。

孝
昭
天
皇
の
御
代
、
神
武
天
泉
御
降
臨
の
地
―
こ
の
度
の
巡
拝
会
に
お
い
て
お
世
話
に
な
り
ま
し

に
社
殿
が
創
建
さ
れ
た
の
が
、
狭
野
神
社
の
創
i
た
各
神
社
、
施
設
の
皆
様
方
に
紙
面
を
借
り
て
、
厚

祀
で
あ
る
。
御
祭
神
は
神
武
天
皇
。
幼
名
を
i
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

m

1

1

1
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ご家族の介護は西鉄で！
西鉄の「介護付有料老人ホーム」
《サンカルナ博多の森ケアステージ》介護が必要な方のための“お住まい”---~` 

館内に

看護スタッフが

24時間常財

こんなこ苦労や不安を

お持ちの方は、ぜひ

西鉄にご相談下さい
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]
[
:
`
戸

一
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
持
っ
て
出
て
行
っ
た
。
飲
ん
だ
薬

五
月
二
十
七
日
の
沖
ノ
島
参
拝
に
参
加
し
i
こ
と
が
な
い
」
酒
も
ビ
ー
ル
も
ガ
ン
ガ
ン
飲
ん
：
も
き
か
な
い
。
雨
、
飛
沫
を
受
け
「
餌
ま
き
だ
」

た
。
前
旦
二
時
頃
の
船
で
大
島
に
渡
っ
た
。
雨
と
i
で
も
一
向
に
平
気
で
あ
っ
た
。
i
と
う
め
い
て
い
た
。
今
回
の
よ
う
な
体
験
は
は

風
で
船
は
大
揺
れ
だ
っ
た
。
六
時
の
中
津
宮
宵
―
二
十
七
日
四
時
半
起
床
、
食
事
を
し
て
六
一
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
た
だ
事
故
も
な
く
無
事
大

宮
祭
後
、
渡
航
の
諸
注
意
、
乗
船
割
等
が
あ
っ
一
時
出
港
、
風
・
雨
は
お
さ
ま
っ
て
い
な
い
。
多
一
島
に
着
い
た
。

た
。
「
朝
が
早
く
、
飲
食
は
そ
こ
そ
こ
に
、
早
め
に
~
分
「
だ
め
で
し
ょ
う
な
」
と
参
拝
中
止
と
思
っ
一
さ
て
そ
の
沖
ノ
島
を
世
界
遺
産
に
し
よ
う

寝
て
体
調
を
整
え
て
下
さ
い
。
明
日
は
海
に
餌
一
て
い
た
ら
、
な
ん
と
「
決
行
し
ま
す
」
人
員
点
一
と
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
九
月
三

を
ま
か
な
い
よ
う
に
、
洗
面
器
で
唄
わ
れ
な
い
[
呼
ヽ
ぁ
ゎ
て
て
酔
止
め
の
ド
リ
ン
ク
を
こ
丸
一

O
日
（
土
）
に
は
ヽ
比
較
文
明
学
会
が
「
沖
ノ
島

よ
う
に
」
と
説
明
の
神
職
。
．
に
飲
む
。
船
は
大
揺
れ
で
あ
っ
た
が
、
薬
の
せ
]
か
ら
文
明
を
考
え
る
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行

「
明
日
沖
ノ
島
に
渡
ー
ょ
瑣

C
,

し
ハ
、
S
i
,
^
、
一
い
か
「
餌
ま
き
」
ま
で
は
な
か
っ
た
。
一
う
。
会
場
は
宗
像
大
社
前
の
ア
ク
シ
ス
玄
海
、

□出
5`
5
V
]
[
n
]
`
]

口
t
i
m
`
`
]
`出̀

回
は
福
岡
市
埋
文
セ
ン
タ
ー
所
長
だ
っ
た
塩
屋
一
や
す
い
。
特
に
登
り
口
の
と
こ
ろ
は
樹
木
が
な
二
坐
点
に
し
な
が
ら
、
世
界
的
な
視
野
で
、
こ
の

勝
利
氏
、
壱
岐
郷
土
館
館
長
市
山
等
氏
が
一
緒
一
い
。
風
雨
が
容
赦
な
く
吹
き
つ
け
る
。
体
を
屈
~
地
域
の
文
明
の
普
遍
的
と
独
自
性
を
浮
き
彫

で
あ
る
。
壱
岐
海
人
の
二
人
は
「
船
で
酔
う
た
一
め
て
地
面
を
這
う
よ
う
に
し
て
登
っ
て
樹
木
の
一
り
に
し
、
そ
の
人
類
史
上
に
お
け
る
意
義
を
考

中
に
入
る
と
直
接
の
雨
風
は
受
け
な
い
。
奥
津
一
え
て
み
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
こ
の
議
論

宮
に
や
っ
と
辿
り
着
い
た
。
祭
典
が
は
じ
ま
り
、
一
を
通
じ
て
沖
ノ
島
と
周
辺
の
玄
界
灘
沿
岸
部

時
折
り
強
風
が
吹
き
抜
け
祝
詞
が
掻
き
消
さ
一
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
有

れ
る
。
現
地
大
祭
は
終
了
、
直
ち
に
港
へ
。
危
険
一
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
み
た
い
」
学
会

な
た
め
祭
祀
遺
跡
を
見
学
す
る
人
は
ほ
と
ん
一
員
の
み
な
ら
ず
一
般
市
民
の
参
加
も
で
き
る
。

ど
な
か
っ
た
。
参
拝
者
は
船
着
場
で
三
々
五
々
、
一
多
く
の
参
加

風
雨
の
中
で
昼
食
の
弁
当
を
つ
つ
き
、
漁
師
の
i
者
に
よ
っ
て

鯵
の
煮
付
け
を
食
べ
、
一
時
間
ほ
ど
で
、
乗
船
の
｛
沖
ノ
島
の
文

人
員
点
呼
「
帰
り
は
も
っ
と
び
ど
い
」
と
い
う
。
―
明
と
世
界
遺

慌
て
て
酔
い
止
め
薬
を
口
に
し
た
が
既
に
お
そ
一
産
を
考
え
て

し
、
迎
え
風
に
激
浪
が
船
体
を
打
ち
つ
け
、
そ
]
も
ら
い
た
い
。

（続）

206 

いしいただし

牙
＾
其

キ
t
-
し
ば
C

宕
6
,
1
"

午
哀
ふ
g
し
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ク
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情報環境、ものをつなぎトータルにデザインします。
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宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

玉
砂
利
に
座
り
て
姐
祈
り
を
り
脱
ぎ
た
る
靴
を
か
た
は
ら
に
置
き

回
o
T悶0
て
詠
わ
れ
て
い
る
が
、
四
句
を
「
ズ
ッ
ク
の
」
と
し
た
ら
ど
う
だ

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

婿
祖
堂
よ
り
胡
弓
の
音
が
す
近
よ
れ
ば
修
学
々
生
の
体
験
な
り
き

長
崎
さ
る
＜
博
の
注
が
あ
る
が
、
い
い
処
を
と
ら
え
て
い
る
。

回
二
句
は
「
き
こ
ゆ
る
胡
弓
」
が
い
い
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

天
を
指
し
大
き
く
白
き
花
開
く
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
は
見
れ
ど
飽
か
ざ
り

回
泰
山
木
天
に
ひ
ら
き
て
雨
を
受
く
山
口
誓
子
。
を
思
い
出
さ
せ
る
一
首
。

結
句
が
や
や
常
套
的
な
の
が
惜
し
い
。

宗
像
市
鐘
崎
安
永
久
子

今
一
度
言
葉
か
け
た
し
畑
の
も
の
吾
に
こ
た
え
て
伸
び
ゆ
く
も
の
に

回
彗
彗
昇
。
者
の
、
じ
れ
た
さ
、
畑
の
物
に
対
す
る
愛
情
の
深
さ
が
率

福
津
市
在
自
増
田
武
光

捨
て
ら
れ
し
農
道
脇
の
早
苗
束
雨
に
ふ
た
た
び
息
づ
き
青
む

回
霜
認
ぃ
只
バ
。
生
命
力
に
対
す
る
驚
き
が
「
息
づ
き
青
む
」
で
あ
り
、

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

ほ
と
と
ぎ
す
声
は
透
り
て
日
の
出
づ
る
前
の
杜
に
て
暗
き
続
け
た
り

開
発
に
よ
り
め
っ
た
に
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
時
鳥
の
声
を
聞
く
作
者
が
羨

匿
ま
し
い
。
「
前
の
杜
」
は
「
前
を
杜
」
は
ど
う
か
。

宗
像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

小
肥
り
の
住
職
撞
き
し
鐘
の
音
の
腹
の
芯
ま
で
余
韻
の
び
び
く

者
の
想
像
以
上
に
力
強
い
鐘
の
音
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
小
肥
り
の
」
が
面
白
い
。

o
o誓
二
句
は
「
住
職
の
撞
く
」
結
句
の
「
余
韻
の
」
は
「
は
」
も
考
え
ら
れ
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

紫
陽
花
の
花
弁
の
な
か
の
一
し
づ
く
花
の
涙
か
こ
ぼ
れ
落
ち
た
り

繊
細
な
神
経
の
は
た
ら
い
た
歌
。
下
旬
は
「
こ
ぼ
れ
落
し
は
花
の
涙
か
」
と

o
o順
直
に
表
現
し
た
い
。

社
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
Hメ
切

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

野
苺
の
赤
き
実
二
つ
雑
草
の
茂
れ
る
な
か
に
身
を
か
す
が
に

o
o野苺
の
可
憐
が
出
て
い
る
。

宗
像
市
東
郷
山
口
節
子

野
い
ば
ら
を
手
折
り
て
を
れ
ば
刺
さ
さ
る
お
前
ば
か
り
が
美
人
ぢ
ゃ
な
い
ぞ

＿
評
一
下
句
の
フ
レ
ー
ズ
の
大
胆
さ
が
い
い
。
異
色
な
う
た
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

水
無
月
の
田
植
え
し
頃
を
思
い
出
す
鉄
砲
百
合
の
庭
に
開
き
て

鉄
砲
百
合
か
ら
の
連
想
は
い
い
が
、
初
句
の
水
無
月
は
、
田
植
と
の
季
の
重

o
oな
り
か
ら
一
考
を
要
す
処
゜

宗
像
市
田
野
森
甲
子

今
は
使
ふ
こ
と
な
き
椋
欄
の
高
木
よ
り
黄
の
花
殻
し
き
り
に
零
す

回
汀
叫
。
「
今
は
柱
に
使
ふ
こ
と
な
き
」
な
ど
、
用
途
が
明
確
に
出
る
と
い
い

宗
像
市
池
田
森
龍
子

雨
続
き
若
葉
の
色
の
深
ま
り
て
朝
の
日
に
照
る
土
壁
青
し

雨
季
の
若
葉
の
う
つ
く
し
さ
を
詠
っ
て
い
る
が
、
多
い
名
詞
を
滅
ら
す
た

o
oめ
に
四
句
は
「
日
の
照
る
と
き
に
」
の
表
現
も
あ
ろ
う
。

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

弱
り
ゆ
く
心
む
ち
う
つ
降
る
雨
に
庭
の
紫
陽
花
強
く
色
増
す

回
冒
パ
汀
嗜
。
来
る
。
た
だ
二
句
切
れ
な
の
で
結
句
は
「
色
増
し
」
と
連
用

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

米
粒
の
や
う
な
花
咲
く
ね
ず
み
も
ち
掃
く
た
び
思
ふ
飢
え
た
る
頃
を

戦
後
の
食
料
不
足
の
時
に
ね
ず
み
も
ち
の
実
を
食
べ
た
の
だ
ろ
う
か
、
私

o
oに
は
結
句
に
理
解
が
及
ば
な
い
。

宗
像
市
大
島
杉
田
證
子

前
は
凪
ぎ
裏
は
大
時
化
な
る
H

和
島
で
は
婆
さ
ん
凪
と
呼
び
を
り

束
風
、
鰭
束
風
あ
り
ゆ
た
か
な
る
木
の
春
、
魚
の
春
を
吹
く
風
な
ど
小
島
ゆ
か
り
さ
ん
は
地
方
の

匿
尉
用
語
を
仙
っ
て
さ
か
ん
に
詠
っ
て
い
る
が
婆
さ
ん
凪
な
ど
大
島
独
自
の
言
葉
で
沢
山
詠
っ
て
欲
し
い
。

宗
像
市
光
ヶ
丘
清
水
亜
矢
子

早
も
し
て
蝉
の
嗚
く
こ
え
聞
こ
え
く
る
季
節
を
先
取
り
梅
雨
を
知
ら
せ
て

原
作
の
初
句
は
「
聞
こ
え
く
る
」
三
句
は
「
天
然
の
」
だ
っ
た
の
を
、
順
直
な
表
現
に
直
し
た
が
、

匿
早
々
と
嗚
＜
蝉
声
に
季
の
移
り
を
感
じ
る
感
性
は
素
晴
ら
し
い
。
次
作
が
期
待
さ
れ
る
。

八
幡
西
区
竹
内
結
子

文
化
財
に
ハ
ト
が
巣
づ
く
り
こ
わ
さ
れ
て
行
き
場
な
く
な
り
ク
ル
ク
ル
ク
ル
ッ
ク
ー

／
ボ
ル
と
し
子
供
達
に
愛
さ
れ
る
反
面
、
的
公
害
も
問
臨
で
あ
る
。
相
反
す
る
二
面
性
を

回
闘
記
す
る
気
持
が
下
句
に
巧
み
に
表
わ
れ
て
い
る
。
ク
ル
ク
ル
ク
ル
ッ
ク
ー
が
特
に
い
い
。

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

花
を
見
て
行
っ
て
見
た
い
な
霧
島
に

福
津
市
在
自
増
田
武
光

老
人
は
真
水
な
り
け
り
夏
立
ち
ぬ

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

畏
み
て
禰
宜
に
つ
き
ゆ
く
大
茅
輪

宗
像
市
自
由
が
丘
井
上
嘉
治

風
鈴
の
音
色
悲
し
き
一
人
酒

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会
吉
武
湧
泉

糸
柳
風
に
乱
る
る
唐
津
城吉田

杏
子

読
み
返
す
古
き
手
紙
や
春
は
逝
く

三
浦
美
千
代

春
雷
や
よ
る
年
波
を
い
か
に
せ
む

田
中
雨
葉

一
湾
の
潮
引
き
き
っ
て
若
葉
風

木
原
房
子

足
音
に
暗
き
て
池
へ
と
飛
ぶ
蛙

お
休
み
を
い
た

だ
い
て
、
郷
里

に
帰
省
し
て
き
ま
し
た
。
毎
日
毎
日
雨
で
、

実
家
の
隣
の
市
で
は
土
石
流
や
鉄
砲
水
が

発
生
し
、
多
く
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
▼
「
日
本
の
屋
根
」
と
呼
ば
れ
る

高
い
山
に
囲
ま
れ
、
飛
行
機
は
よ
く
揺
れ

ま
す
。
し
か
し
帰
る
際
、
電
車
は
運
休
、
高

速
道
路
は
通
行
止
め
に
な
る
中
で
、
使
用

す
る
飛
行
機
（
プ
ロ
ペ
ラ
機
）
は
一
時
間
程

上
空
で
旋
回
し
た
後
、
無
事
着
陸
、
す
ぐ
に

乗
り
込
み
帰
福
出
来
ま
し
た
▼
何
も
し
て

な
い
の
に
、
な
ぜ
か
疲
れ
た
帰
省
で
し
た

が
、
確
実
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
は

出
来
ま
し
た
。
ま
た
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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